
　シラウオ Salangichthys microdon はキュウリウオ亜

目シラウオ科に属し，体長は70～100mm，幼形成熟して

満 1 年で寿命を完結する年魚である1）。国内では北海道

から岡山までの太平洋岸および熊本までの日本海沿岸の

汽水湖を中心として河口域や沿岸域等に分布する広塩性

の魚類で1），ワカサギ Hypomesus nipponensis と並び汽水

域における重要な水産資源となっている。

　岡山県では1950年代から高梁川や吉井川でシラウオ漁業

が始まり，最盛期には年間10ｔ前後の漁獲があったが2），

現在では統計に挙がらない量まで減少し，漁業の存続が

危ぶまれている。筆者ら3）は，吉井川のシラウオ資源回

復措置の検討に必要な基礎資料を得ることを目的として， 

生活史や生息環境に関する調査を実施し，本種の成長，

成熟および分布等を明らかにしたが，産卵時期や場所の

詳細は不明であった。本種を漁業資源として持続的に利

用するには，自然再生産の維持が前提であり，産卵場や

産卵環境の保全が重要である。

　シラウオの産卵場は，河川下流域や汽水湖内の浅場の

砂礫底質上に形成されることが涸沼4），宍道湖5），網走湖6），

石狩川7），北浦8），小川原湖9）で報告され，高梁川10）にお

いてもʼ69年の調査例がある。そこで，吉井川におけるシ

ラウオ産卵場の特定と環境特性の把握を目的として，産

着卵の分布状況と環境調査を実施し，若干の知見を得た

ので報告する。

材料と方法

　調査水域　播磨灘北西部に流入する吉井川の下流と河

口域を調査水域とした（図 1 ）。吉井川は県東部を南北に

貫通し，児島湾を経て播磨灘北西部に注ぐ長さ133km，

流域面積2,060m2の一級河川である。河口から約 7 km 上

流には灌漑のために設置された鴨越堰が上流への塩水遡

上を遮断しているため，堰から下流が感潮域となってい

る。吉井川河口の児島湾は岡山市街地の南に位置し，東

西方向に約10km と長く，吉井川のほか旭川，人工湖で

ある児島湖からの流入が複雑で，富栄養化し易い内湾で

ある。鴨越堰から河口にかけては，河川流量の増減や潮

汐による水温，塩分等の環境変動が激しい汽水域である

が3，11），同水域内で 1 月下旬から 3 月下旬にかけて 2 漁協

がしらうお固定式さし網漁業を操業している。

　シラウオ卵の採集と計数　2014年 2 月中旬から 6 月上

旬および ʼ15年 2 月上旬から 5 月中旬の間に概ね月 2 回

の頻度で，吉井川下流から河口域の10か所を広域調査定

点としてシラウオ産着卵を採集した（図 1 ）。本種の産卵

場に関する既往知見4-10）や漁業者への聞き取りに基づき，

水深 1 m 前後の砂礫底に定点を選定した後，卵の採集状

況に応じて定点を適宜変更した。すなわち，ʼ14年 2 ， 3

月は 8 定点，4 ～ 6 月は 2 定点，ʼ15年 2 ～ 5 月は 6 定点

とした（表 1 ）。さらに，産卵に好適な環境条件の把握を

目的として，ʼ15年 4 月 7 日と27日に九蟠港西（St. 9 ）の

堤防と防波堤を基点とした約200×200m 水域内の潮位

基準面（DL） 0 ～－2.5m に13定点を設定して詳細調査

を実施した（図 2 ）。

　卵の採集には，採泥面積0.04ｍ2のエクマンバージ型採

泥器を使用し，各定点で船上から 4 回ずつ底質を採取し

た。現場で直ちに0.4mm の篩にかけて残った底質試料を

10% ホルマリン海水で固定して実験室に持ち帰り， 1 %

ローズベンガル液を用いて染色を施した。採集から 1 日

以上染色した試料中から実体顕微鏡下で産着卵を選別

し，1 ｍ2当たりの産卵数を算出した。シラウオ卵の同定

は，卵門から放射状に伸びる纏絡糸の存在を確認するこ
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結　　　果

　広域調査　下流定点の St. 6 と河口の St. 9 における調

査期間中の水温，塩分の推移を図 3 に示した。水温は

St. 6 ，9 ともに 2 月下旬には 7 ～ 8 ℃と低水温であった

が，その後月に約 4 ℃のペースで昇温し， 5 月中下旬に

は18～20℃に達した。塩分は両定点とも調査日による変

動が激しく，特に St. 6 では ʼ14年に表層と底層の格差が

20以上，̓15年には表底層ともに0.5以下に淡水化する調査

日がみられるなど，環境変動が著しかった。

　各定点の底質の分析結果を表 2 に示した。底質の中央

粒径は St.10が2.51mm で細礫，St. 3 ， 5 ， 6 が0.56～

0.68mm で中粒砂，他 6 定点が0.30～0.48mm で細粒砂に

区分された。泥分率は1.3～19.7%，強熱減量は0.24～

2.7mg/dwg の範囲で，泥分率が10% 以上と比較的高い

St. 2 ，8 で強熱減量が2.7% と高い傾向があった。全硫化

物は St. 7 を除き検出限界以下と低かった。

　各定点における卵密度の推移を図 4 に示した。̓14年は

河口の St. 9 において調査開始の 2 月下旬から57粒/ｍ2

の密度で卵が採集され，以後， 3 月下旬に95粒/ｍ2， 4

月中旬に625粒/ｍ2， 5 月上旬に730粒/ｍ2， 5 月下旬に

38粒/ｍ2と推移し， 6 月上旬には 0 となったが，終始卵

が採集された。その他の定点では 3 月上旬に St. 3 ，7 ，

5 月上旬に St. 6 で採集されたがいずれも 1 調査回のみ

で，卵密度も34～171粒/ｍ2とわずかであった。̓15年調査
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図 ３ 　St. 6 ， 9 における調査期間中の水温，塩分の推移
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図 ４ 　産卵場広域調査定点における卵密度の推移 
（2014年）

表 2 　各定点における底質分析値と調査期間中の最高卵密度（ʼ14，ʼ15年）

項　目 ＼ St. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

強熱減量（%） 1.02 2.65 0.78 0.47 1.15 0.90 0.83 2.69 1.30 0.24

全硫化物量（mg/dwg） － － － － － － 0.002 － － －

中央粒径値（mm） 0.48 0.39 0.68 0.38 0.56 0.58 0.42 0.30 0.34 2.51

泥分率（%） 2.9 10.9 2.7 1.5 5.0 3.0 3.6 19.7 2.9 1.3

最高卵密度（粒/ｍ2） 34 38 170 730

St. 3 ， 6 ， 7 ， 9 の底質数値は，2014年と2015年の平均値

－：検出限界以下



では 3 月 5 日に St. 9 において 6 粒/ｍ2であった他は，全

く採集されなかった。̓14年調査で採集された産着卵は計

143粒，平均卵径は775µm（範囲：625～971µm），発生ス

テージは卵割期から発眼期までと様々で，卵径の 1 / 3 ～

2 / 3 程度の砂粒に纏絡糸を絡ませて付着していた（図 5 ）。

　詳細調査　九蟠港西防波堤近傍の岸側定点 St.Ｂと沖

側の St.Ｊにおける水温，塩分の経時変化を図 6 ，流速の

経時変化を図 7 に示した。期間中に水温は11～15℃で推

移し，St.Ｂ，Ｊの平均値はそれぞれ13.2と12.5と大差はな
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図 6 　九蟠港西の 2 定点（St. Ｂ，Ｊ）底層における水温，塩分の経時変化 
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年，河口域に浮泥底が広がり，砂質底が縮小したといわ

れていることから，今後，再生産の活発化を目的とした

覆砂等による新規産卵場造成の計画の際には同エリアの

環境条件を参照したい。

　一方，下流域の数定点でも卵が確認されたが， 2 か年

の調査を通してそれぞれ 1 調査回のみの採集に留まり，

卵密度も低かった（図 4 ）。ʼ14～16年 1 ， 2 月の押網調

査においても，下流域の親魚採集数が河口域に比べて僅

かであった3）ことから，下流域の親魚の生息量不足が影

響しているものと推察される。河口と下流域で水温差は

ないこと（図 3 ），下流域 3 定点において 3 月上旬と 5 月

上旬に僅かながら卵が確認されたことから（図 4 ），下流

域においても 2 月から 5 月の期間に産卵している可能性

がある。

　以上のように，河口域の一部で良好な産卵場が確認さ

れたが，̓15年のように産着卵がほとんど確認されない年

もあり，親魚量が著しく低下していることがうかがえ

た。吉井川では下流から河口域で産卵は確認されるもの

の，産卵場は局所的で産卵量は僅かであった。

要　　　約

1 ． 吉井川におけるシラウオ産卵場の特定と環境特性の

把握を目的として，下流から河口域で産着卵の分布

状況と環境調査を実施した。

2 ． ̓14年 2 月下旬から 5 月下旬まで，8 ～18℃の水温範

囲 で，主 と し て 水 深 1.5m 以 浅 の 中 央 粒 径 0.3 ～

0.7mm の砂質底から産着卵を確認した。

3 ． 河口域の一部でピーク時に730粒/ｍ2の高密度で卵が

採集されたが，全般に吉井川のシラウオ産卵場は局

所的で産卵量は僅かであった。
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